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序章 

 

 

1．問題提起 

 

1-1．桐ヶ丘団地の高齢化と建替え 

 

 調査を開始した当初の筆者の問題意識は、どうして東京という大都市の中に「高齢者ばかり」とい

われる住居空間が存在するようになったのだろうか、ということであった。階級やエスニシティによ

る居住地の分化は、あらゆる都市の普遍的な現象である。しかし、年齢による居住地の分離が著しく、

大規模の団地が「高齢者施設化」したとまで批判されるということは、非常にユニークな現象に思わ

れた。本稿では、東京都北区「桐ヶ丘都営団地」でのフィールドワークを通じて、住民の高齢化、建

替え1による建造環境の変化や移転、住居福祉の後退という複合的な変化に焦点を当て、「孤独死」

に極端に現れる老年の「孤独」の問題を議論したい。 

 筆者が2008年9月からフィールドワークを行ってきた地域は、東京都北区に位置する桐ヶ丘都営団

地である。桐ヶ丘団地は北区桐ヶ丘1、2丁目に所在し、1954年から1976年までに建設された、総5,02

0戸の大規模団地である。桐ヶ丘団地の建築の最中であった1972年は、プルーイット・アイゴーの爆

破により、都市計画のグローバル・スタンダードへの問題意識が深められた時期でもある2。ジェイ

ン・ジェイコブズは、1961年にすでに、Death And Life of Amerian Great Citiesにおいて、近代建

築思想による都市計画を批判した。彼女は、戦後アメリカにおける一方的な再整備事業は、既存住民

の社会的ネットワークを破壊して都市の活気を落としただけではなく、犯罪の危険性まで高めたと指

摘し、古い町の小さなストリートこそが安全で活気に満ちた都市生活を保障すると主張したのだ。 

 戦後の建てられたばかりの桐ヶ丘団地は、反復的で無味乾燥なコンクリートの外観に他所人が集ま

ってきた典型的な大規模開発地であった。にもかかわらず、桐ヶ丘団地は、「団地の下町」と呼ばれ

るほどの活気あふれる空間として誕生した。住民たちは「夢のような2DK」に入居して、ダイニン

                              

1 桐ヶ丘団地では現在「桐ヶ丘団地再生計画」が進行中であり、1996年から建物の老朽化による建替

えや改善工事が行われている。建替えの過程に関しては第5章で詳述する。 
2 プルーイット・アイゴー（Pruitt-Igoe）は、アメリカ、セントルイスにあった公営住宅団地であ

る。1951年にスラムを取り壊し、建築家ミノル・ヤマサキが改良住宅として設計して、1956年に完成

した。プルーイット・アイゴーは27haの敷地に2,870世帯が居住し、11階建ての33号棟が立ち並ぶ、

現代的設備を備えた快適な空間として出発した。しかし、団地そのものが犯罪や破壊の温床となるな

ど、環境が著しく悪化し、1972年に爆破解体される。 
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グ・キッチン用のテーブルクロスを選んだだけではなく、建てられた順番に自治会をつくり、公営団

地ならではの方式を定着させた。泥だらけの空き地は、住民を孤立させるどころか、環境づくりのた

めの地域組織の結成までをも導いたのだ。桐ヶ丘団地に古くから住んでいる住民たちは、「今は想像

もできないだろうが、子供が山ほど多かった」という言葉で、「子育ての時代」を楽しそうに回想し

た。 

 しかし、1954年の団地建設3から70年余りの時間が経過した今の桐ヶ丘団地の状況は、完全に変わ

っていた。桐ヶ丘都営団地は高齢化率が50％を超える地域となっており、自治会の役員たちは「これ

以上高齢化すると自治会は維持できない」と桐ヶ丘団地の高齢化の深刻性を語っていた。住民たちが

感じる高齢化は実際よりもさらに高く、高齢化率の統計を聞いて、「高齢者ばかりなのに、50％しか

ないのか」とむしろ驚いたりした。日本の高齢化がますます深刻なものとなっている中で、桐ヶ丘団

地は「高齢者施設化」したと批判される空間となっているのだ。 

 フィールドワークが始まる段階では、大都市に位置する団地の高齢化は、非常に独特な現象だと思

われた。しかし、調査の過程で、大都市における集合住宅の高齢化は、高齢化を経験しているあらゆ

る社会においてそれほど珍しい現象ではないということを知り、改めて驚いた。ドイツの映像人類学

作品『グリンデル高層住宅』4に映された、ドイツにおける最初のモダンな高層団地の誕生と衰退の

過程、すなわち住民たちが語る長年の団地暮らしや高齢化と老朽化、コミュニティの衰退の経験は、

桐ヶ丘団地のそれと驚くほど似ていた。 

 桐ヶ丘団地の暮らしがさらに筆者の関心を引いたのは、現在団地で行われている建替えに対して、

住民たちが「建替えで団地が完全に変わった」と話していたためである。特に、1996年から始まった

建替えやそれに伴う移転は、団地コミュニティの問題でもあった。建替えの計画者たちは、大部分の

移動は団地内でのものなので、建替えはコミュニティにそれほど影響を及ぼさないと語った。しかし、

高齢の住民たちにとって重要なのは、団地内に知人がどれだけ住んでいるかではなかった。ドアを開

け出入りするとき、もしくは洗濯物を干しにベランダに出たとき、偶然に出会って立ち話することこ

そが住民たちの慣れ親しんだ話し合いの方式である。それゆえ、住民たちが表現する通り、「近くて

も一棟違うと隣りがまるきり違う」のである。建替えによる移転は、近隣の住民どうしの日常的で自

                              

3 1952年4月に、東京都は赤羽郷の都市開発計画を発表し、「グリーンハイツ都営住宅」建設計画を

策定した。そして、1954年10月、この計画を「桐ヶ丘文化住宅」建設計画に変更し、団地建設が本格

化される。文献によっては、桐ヶ丘団地建設が1952年からスタートしたと記述される場合もあるが、

本稿においては、表3-1のような東京都都市整備局の年表に従い、1954年から1976年までの桐ヶ丘団

地建設の歴史を辿る。また、世帯数に関しても、総5,920戸として記述されている文献もあるが、東

京都都市整備局が提示する完工戸数を基準にして、本稿においては総5,020戸として把握する。 
4 ハンブルク大学の民俗学研究所の2009年マギスター卒業作品として制作されたマイケ・ミュラーの

映像人類学作品であり、第二次世界大戦後に建てられたドイツ最初の「高層集合住宅」、グリンデル

の暮らしを、住民たちとのインタビューを通じて描いている。住民たちがグリンデル住宅に文化財的

価値を付与するなど、福祉住宅としての桐ヶ丘団地とはかなり異なる社会的背景を持つ住宅でもある。

にもかかわらず、『グリンデル高層住宅』の映像に登場する人物たちの口述は、桐ヶ丘団地住民たち

の物語とかなり似ていた。 
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然な相互作用を急激に萎縮させたのだ。高齢化と建替えが重なって進むことによって、桐ヶ丘団地に

おいて「孤独」はさらに深刻な問題となっている。 

 

1-2．空間を自分のものにする試み 

 

 1946年に刊行された『先祖の話』において柳田国男は、戦争の廃墟の中で45枚の位牌を背負って、

雨の中を傘も持たずに、途方に暮れてとぼとぼ道を歩んでいた老人の姿を思い浮べる。そこには、先

祖との関係によって自分自身を位置づける存在としての個人が描かれている［柳田 1975］。小津安

二郎の1953年の映画、『東京物語』は高度成長期の日本社会における「伝統的な家族の解体」を描い

た映画だといわれる。しかし、「解体された家族」の老母は、家族に囲まれて「家」で死を迎えるこ

とのできた最後の世代であり、また、血圧と脈拍で死の兆候を読み、寿命延長の試みなしに「安らか

な死」を迎えた最後の世代であったかもしれない。45枚の位牌を背負った老人の姿や『東京物語』の

母親の臨終の様子から、この半世紀余りで家族規範や住居空間、そして死をめぐる諸実践がいかに激

変してきたのかがさらに明らかになる。 

 「私は大正生まれだ」と自己紹介する桐ヶ丘団地のある住民は、昔話のように長屋生活を語りなが

ら、団地に入居した時の喜びを回想する。彼女は現在、かつては彼女の「頭の中になかった」間取り

である1DKの部屋で暮らしている。日本社会において、「団地」は戦後家族と住まいの在り様の変容

と、そこに絡んでいる国家政策や社会経済的状況が明確に現れる空間である。家族が生活できるよう

な賃金を稼ぐ夫と専業主婦の妻、そして未婚の子供という「標準家族」は、人類の歴史上ほんの短い

間にのみ可能であった戦後の家族規範であった。家族の私的空間を実現させた「団地」に象徴される

住宅の大量生産がその背景にあったのは言うまでもない。そして今、私たちは、少子高齢化、家族解

体の時代を歩んでいる。本論文は郊外ニュータウンが現れ、そして持ち家願望に支配されていった日

本の住居状況の中で、公営住宅に取り残された人たちの物語であり、借家でありながらも、それを

「マイホーム」とみなし、「終の棲家」と思い込んだ人びとの物語である。 

 マイホームは、「nLDK」という記号によって象徴的に提示される「商品」としての住宅、持ち家の

取得を通じての私的領域の確定を示す言葉である［山本 2014］。福祉制度を基盤にした借家を前提

とする公営住宅における住まい方はマイホームという言葉の一般的な使い方とはずれている。しかし、

本稿においては、住宅所有の可否ではなく、近代的住居空間が目指してきた私的領域という意味で

「マイホーム」という言葉を使いたい。国家や労働の世界から私的世界への価値づけの移行は、日本

では「マイホーム主義」という表現で語られてきた。「マイホーム」とは、コミュニティから切り離

された、個人を取り囲む他者の介入から自由な空間であり、誰からも妨害されないものであるとされ

てきたのだ［片桐 1996：5］。建替えによる最も大きな変化であり、住民たちが建替えに関して最も

批判する点は、40％に及ぶ1DKの建設である。既存の団地の2DKが「標準家族」向けに建てられた空間
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であったならば、1DKは家族時代が終わってから残された「個人」を容れる、文字どおり「マイ」ホ

ームとでも呼ぶべき空間である。ここにおいて、「マイ」は存在方式の問題となるのだ。 

 そのような中で、「孤独死」5への不安は、桐ヶ丘団地の住民たちが感じている日常的な孤独の問

題を露骨に表していた。孤独死は、メディアからはスキャンダル的な「事件」として報道されること

もあるが、近所の孤独死を異臭で経験した桐ヶ丘団地の住民たちにとって、その不安感は具体的なも

のであった。桐ヶ丘団地の住民たちは「孤独死が最も怖い」と語る。閉ざされた家の中から広がる異

臭によって発見され、「公共」が関与する死は、人類がいまだかつて経験したことのない死の姿であ

る。孤独死が当惑感を与えるのは、それが、「自立」した成人の「自己責任」の領域としての「マイ

ホーム」で、死に至るまで、誰かが途方もなく孤立させられていたのだということを知らしめるため

であるだろう。孤独死は隠蔽されていた現代的な死の「転倒」であり、個人主義の「極限」でもある。 

 近所に住む人の孤独死を経験し、自分自身の孤独を恐れている住民たちにとって、他人の存在はあ

まりにも切実なものとなっている。彼（女）たちは東日本大震災の際、これまでも切実な時に国の力

は決して届かなかったし、避難所があったとしてもそこまで行けなかったということを思い出した。

そして、「備蓄があっても、辿り着けない。年寄りには絶対無理。寝たきりとか自分で避難できない

老人が多い」と、緊急時には隣り近所が最も大切な存在であることを強調した。超高齢社会、桐ヶ丘

団地において、他人との絆は、生活を豊かにすることを超えて、生存の条件のように切実なものとな

っている。それゆえに、コミュニティに関する諸議論は、たんなる失われた過去のものを回復しよう

とする試みではなく、今の時代において最も未来志向的なものなのだ。 

 岩本通弥［2015］は、「高層集合住宅」の暮らしに関する研究において、「当たり前」に改めて光

を当てることによって、自らの自明な世界を「異化」する眼差しを差し挟むきっかけや、自らの生活

世界の自明性という桎梏から解放されるきっかけを探る。今日において、住宅とは、住宅政策や資本

の支配下に置かれた明白な資本主義的商品である。この中で、日常的実践は都市計画者が立てた空間

秩序に圧倒されてしまう。さらに、福祉住宅としての公営団地における、年金生活者としての高齢者

の生活は、彼（女）らを囲む社会的制約や規制に縛られてもいる。にもかかわらず、彼(女)らの日常

的な住宅での経験は、決して空虚なものではない。彼（女）らがある空間や場所に住むことで、親し

みに満ちた私的空間が構成される。居住は生活世界の空間的基盤であり、生活世界が広がる実存の場

所であるのだ。 

 筆者は、桐ヶ丘団地に古くから住む住民の親密感を基礎として地域に開かれていたグループやサー

クルの存在、鍵を互いに預けておくような信頼関係、何かを植えたりする小さな街角、そして、エレ

ベーターの前にちょっと腰かけるためのベンチを置いておくような住民の動きに着目する。クリスチ

ャン・ノルベルグ=シュルツ［1991:33-34］は、 近代建築を「内部と外部の新たな関係」として規定

する。ここで彼は、内と外を区別し、両者の間で意味深い関係を作り出す根源的手段として、「門」

                              

5 孤独死に関しては第7章で詳述する。 
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に着目した。彼の議論は、団地が日本社会において憧れの的であった当時、シリンダー鍵が団地の近

代性を象徴していたことを思い起こさせる。団地においても、シリンダー鍵に象徴されるような形で

内部と外部の新たな関係が創り出され、外部と隔絶した新しい私的領域が生まれたのである。これに

対して、超高齢化時代における公共住宅の暮らしを明らかにする過程は、近代建築がつくり出した内

部と外部の新たな関係と、それによって生まれた自立した個人の自己責任にゆだねられた私的領域と

しての近代的住居空間の、矛盾と限界を明らかにする過程であるといえる。また、それは、私的領域

と公的領域の徹底した分離がもたらす諸問題に対する問題提起であり、公共性の回復を読み解く過程

でもある。 

戦後の団地暮らしに関する記述は、近代建築のユートピアへの夢、そしてその挫折の歴史の記録と

なり得る。本論文は、老年の孤独をもたらした空間支配の歴史を遡る一方、これと同時に、空間を自

分のものにする試みとその空間的想像力を議論することで、住居空間の在り方を人間の尊厳の問題と

して論じようとするものである。  

 

 

2．論文の構成 

 

 序章では、本稿の問題意識を明らかにする一方、調査地を概観し、研究方法を記述した。そして、

桐ヶ丘団地という「老い」の「空間」における「老いの経験」を理解するための踏み台として、人類

学の領域で「老年」はいかに論じられてきたのかを明らかにした、また、「空間」、特に「住居空間」

や「公用空間」に関する人類学的関心はいかに展開されてきたのかを探り、空間支配や日常的な実践

の意味を理解するための空間理論を検討した。 

 第Ⅰ部では、桐ヶ丘公営団地という空間が生産され、現在にたどり着くまでの歴史的な背景を遡り

たい。そのため、家庭の成立から団地族の誕生まで、日本における近代家族と住居の規範がいかに変

容してきたのかを検討する。また、戦後日本における公共住宅政策の変容過程も触れる。第1章では、

家族規範が実践される空間としての住まい、空間を通じて強化される家族規範に焦点を当て、その最

も重要な動力である国家主導の家族・住宅政策を考察する。また、住居の大量生産における思想的な

基盤としての近代建築思想を検討する。第2章では、国民住宅としての公営住宅から議論をはじめ、

戦後の公共住宅政策の展開過程を検討する。住宅金融公庫、公営住宅、公団住宅の三つの戦後住宅政

策の法制度を検討し、家族中心、持ち家中心となっている戦後の公共住宅政策の中で、公営住宅は社

会的にいかなる空間として位置づけられてきたのかを考察する。特に、戦後日本の公営住宅政策の成

立から新自由主義的政策の中での住宅福祉の後退過程を明らかにすることで、公営団地が「老人施設

化」したと批判されるに至る過程を議論する。 

 第Ⅱ部では、老いてゆく桐ヶ丘団地を背景にして、団地暮らしの歩みを探る。そして団地内に位置
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する高齢者介護予防施設であるデイホームを通じて、高齢社会における高齢者福祉の在り様を検討す

るとともに、「地域」、「自立」の意味を追究する。第3章では、引揚者の臨時住宅地「赤羽郷」か

ら桐ヶ丘団地の誕生までを照らし出し、地域自治会を中心に地域に根を下したコミュニティの歴史を

振り返る。また、古くから住んでいる住民が共有する豊かな時期と、最近の衰退する団地の状況を対

比して、住居福祉の｢公平｣は現場でいかに経験されるのかを明らかにする。第4章では、桐ヶ丘デイ

ホームでのフィールドワークから、自立を強調する介護保険政策が地域でいかに展開され、いかに経

験されているのかを考察し、現代社会における高齢者の「自立」の意味を改めて問い直す。 

第Ⅲ部では現在桐ヶ丘団地の暮らしにおいて根本的な変化をもたらしている建替えに焦点を当

てる。そして、高齢化と建替えがともに進む中での「居住の貧困」がもたらす、死に至る「孤独」

の問題を議論する。第5章では、建替えや改善事業の流れ、そして建替えによる移転がもたらす

諸問題を居住者たちへのインタビューを中心に考察する。桐ヶ丘団地の建替えによる最も大きな

変化は、40％に至る1DKの建設である。第6章では、1DKでの一人暮らし高齢者の住まいを通じて、

シングル時代の住まい、「無縁社会」6の住まいの有り方を論じる。そして、住民たちが語る不

安と孤立、疎外の問題に焦点を当てて、「居住と建築の分離」、「公用空間の喪失」がもたらす

「住居の貧困」、「孤独の日常化」を議論する。第7章では、「孤独死が最も怖い」という住民

たちの語りから、団地における孤独死をめぐる経験を探る一方、その生活世界における孤独死の

意味を明らかにする。そして、孤独な死こそ他者に依存する死であるという立場から、プライバ

シーの意味を問い直す一方、都市高齢者の日常における他人の意味を追究する。終章では、本稿

の議論をまとめる一方、社会的排除へ抵抗する空間的想像力のきっかけを照らし出す。 

  

                              

6 2010年1月に放映されたNHKスペシャル『無縁社会：“無縁死”3万2千人の衝撃』は、孤独死や誰に

も引き取り手のない無縁死が頻発する現代日本の社会状況を告発したが、“3万2千人”という数値と

ともに「無縁社会」という言葉は、まさに大きな「衝撃」を社会に与えた。NHKはこのドキュメンタ

リーを起点として、後続番組を多数制作し、その一連のキャンペーンによって、この言葉は2010年度

の流行語大賞にもノミネートされ、同年の第58回菊池寛賞を獲得するなど、広く人口に膾炙した。し

かし、その後、そのネーミングや過剰演出だったことに対する批判もあり、現在ではほとんど使用さ

れることのできない用語となっている。孤独死や類似語彙に関しては、第7章で検討するが、「孤立

社会」など類義語も現れてきているものの、単身世帯が増え、人と人との関係が希薄となりつつある、

現代社会の、すなわち血縁・地縁・社縁といった既存の「縁」が 弱体化した「全体状況」の一面を

指し示す言葉として、本稿ではひとまず「無縁社会」を使用する。 
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終章 

 

1．「老い」の「空間」 

 

 桐ヶ丘団地という「老いの空間」における「老いの経験」を明らかにすることが本稿の課題であっ

た。筆者は三つの部分に分けて、議論を展開した。第Ⅰ部では、桐ヶ丘公営団地という空間の誕生か

ら現在にたどり着くまでの社会歴史的な背景を遡った。まず、第1章では、「家族団欒」や「プライ

バシー」が強調されていく日本における近代家族と住居規範の形成過程を議論し、その最も重要な動

力としての国家主導の家族・住宅政策を考察した。また、近代的集合住宅「団地」の大量生産におけ

る思想的な基盤を検討し、団地という空間が導いた団地ライフのあり様を明らかにした。第2章では

戦後日本における住宅福祉の根幹として公営住宅の変容過程へ焦点を当てた。家族中心、持ち家中心

の公共住宅政策の中で、公営住宅がいかなる空間として位置づけられてきたのかを明らかにした。特

に、戦後日本の公営住宅政策の成立から新自由主義的政策への移行の中での住宅福祉の後退過程を明

らかにする一方、「世帯単位主義」がもたらす「家族」の歪曲の問題を考察した。 

 第Ⅱ部では、老いてゆく桐ヶ丘団地を背景にして団地暮らしの歩み、団地をめぐる高齢者福祉の在

り様を検討することで「地域」や「自立」の意味を追究した。第3章では、桐ヶ丘団地建設の社会的

背景、また地域自治会を中心に地域に根を下ろしているコミュニティの歴史を振り返った。桐ヶ丘団

地は定住志向が高い空間であり、入居当時の喜びを鮮やかに記憶する古い住民たちが共有する歴史こ

そが団地コミュニティの基盤を形成してきた。古くから住んでいる住民たちが共有する豊かな時期と、

最近の衰退する団地の状況を対比して、住居福祉の｢公平｣は現場でいかに経験されるのかを明らかに

した。 

 第4章では、桐ヶ丘デイホームでのフィールドワークから、介護保険時代における「自立」と「地

域」の意味を問い直した。地域における自立した生活を強調する高齢者福祉の方向は、財政的な問題

から定められたものでもあるが、一方では、高齢者自らが追求してやまない生き方の問題でもある。

「自立」の追求は、自立しているからこそ可能な人間的な尊厳の問題でもある。一方、「自立」とは、

相手との関係の脈絡の中でこそ成り立ち得る状態であり、それゆえ、自立を支える日常的な関係はさ

らに重要な意味を持つ。このような観点から、第Ⅲ部では「1DK」の建設をはじめ、高齢化と建替え

がともに進んでいる団地暮らしの在り様を批判的に検討した。 

 第Ⅲ部では、現在行われている建替えに焦点を当てて、高齢化と建替えがともに進むことによる団

地暮らしの変容を明らかにした。そこで、「建築」と「居住」の分離がもたらす「居住の貧困」、空

間的疎外があおる「孤独」の問題を議論した。第5章では、建替えや改善事業の流れ、そして建替え
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による移転がもたらす高齢住民の社会的な孤立の問題を考察した。建替えに伴う移転の過程における

近隣関係の断絶、自治会の揺らぎ、物理的景観の急変やモノとの別れを中心に、「建替えで団地が完

全に変わった」という発言の意味を追究し、建替えがもたらす高齢住民の社会的孤立の問題を明確に

した。第6章では、1DKの暮らしを中心に新自由主義的な住宅政策の中での建替えの方向を批判的に検

討した。桐ヶ丘団地の建替えによる最も大きな変化は、40％にのぼる1DKの建設である。閉じられた1

DKは、日常的に自立を相互維持する関係を遮断してしまうという点で、「地域中心」、「自立重視」

の現在の高齢者福祉のスローガンと逆の方向を向いていることを明らかにした。このような空間配置

の問題は、公用空間の衰退においてさらに目立っている。 

 第7章では、「孤独死が最も怖い」と語る住民たちの発言から、団地における孤独死をめぐる経験

を探った。孤独な死こそ他者に依存する死であるとの立場から孤独死の意味を追究し、死がまともに

位置づけられずには生の領域もまともに生きられないことを議論した。個人主義の極限としての孤独

死の問題にあたって、生の領域を構成する能動的で自律的な能力としてプライバシーの意味を問い直

す一方、他人の意味を照らし出した。 

 

 

2．孤独と尊厳 

 

 1997年に開かれた国際シンポジウム「世界の中のル・コルビュジエ：ル・コルビュジエと日本」 

の発表を収録した報告書には日本建築におけるル・コルビュジエの影響が触れられている。その中で、

建築学者槇文彦［1999：19-28］は1950年代から60年代にかけて日本においてル・コルビュジエが与

えた影響は特に「ユルバニズム」、「ユートピア」思想であったと議論する。ル・コルビュジエのユ

ートピアは、テクノ･ユートピアというべきであり、これはモダニズムの思想が具現される都市像で

あった。団地経営とは、緑地の高層住宅からなるユートピアの空間計画であって、「憧れの団地」と

はそのユートピア的な住居への期待が込められているものでもあっただろう。しかし、ユートピアは、

団地入居の競争率が物語るように、資本に包摂され、商品化されやすい空間でもあった。「団地族」、

「団地ライフ」がつい「消費する家族」に繋がっていってしまったことは偶然ではないだろう。  

 「団地サイズ」2DKが「標準家族」の空間であったなら、1DKはその家族時代が終わってから残され

た「個人」を容れる住まいである。「一人暮らしにあまりにもピッタリする」1DKは、「家は住むた

めの機械」とのル•コルビュジエの主張を改めて浮かびあがらせる。機能的合理性や低費用を最優先

の課題とする新自由主義的な建替えの方向で、桐ヶ丘団地は、1DKにふさわしい生活以上の生き方を

想像しにくい「個」の世界となっており、孤独が日常化した空間となりつつある。 

 パットナム ［2013］は、社会的な連帯や結束が解体されているアメリカ社会の姿を、「孤独なボ

ーリング（bowling alone）」と表現した。孤独なボーリングは桐ヶ丘団地のある高齢の住民がコン
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ビニエンス・ストアでお弁当を買う様子とも似ており、開店前からパチンコ屋に並んでいる人たちの

様子とも似ている。社会的資本が最も必要な、まさにその場所に、社会的資本が最も欠如しているの

だ。しばしばコミュニティを求めることは、過去のもの、伝統的な何かを取り戻したり復活させるこ

とだと誤解されたりする。しかし、今日においてコミュニティとは、私たちが直面している低成長と

高齢化、貧困と孤独の問題に向き合う、最も未来志向的な弱者の連帯を意味する。 

 団地の住民たちは「孤独死が怖い」と話しながら、「孤独死」は今後もっと深刻な問題となるだろ

うと語る。筆者は本論文のテーマに関して、「なぜ孤独死が悪いか」という質問を受けたりした。お

おむね、この質問の意図は、「誰でも死ぬし、死んだらどうせ終わりではないか」ということであっ

た。それは、「死」とは無関係なもののように存在している「一般の生活」の中では、反駁しにくい

質問でもあった。しかし、再び団地の世界に入ると、「なぜ孤独死が悪いのか」という態度こそ、

「死」の問題がいかに生の領域から追い出されているのかを示していることに改めて気づいた。現代

社会における死の隠蔽は、生の隠蔽にほかならない。生の有限性を隠蔽することで、生に対する無関

心な態度を生むのだ。 

 最近の尊厳ある死への関心、自分の死を省察する諸実践から見てとれるように、死の問題は人間の

尊厳の問題である。「なぜ孤独死が悪いか」という質問は、「人間の尊厳性」がいかに抽象的なもの

として語られているのかを表す。「高齢者ばかり」、「一人暮らしは1DK」という言葉や、孤独死の

不安から緊急ブザーのペンダントをかける様子、孤独死が嫌われる団地の現場が、なぜ「問題」とし

て感じられるのだろうか。それは、究極に、その現場が人間尊厳への尊重を欠いているためではない

だろうか。 

 人間の尊厳性は抽象的なものとして語られがちだが、にもかかわらず、尊厳を失うことへの恐れは、

日常的に経験される。そして、介護保険を使うことに対して「尊厳を傷つけたくない気持ちかな。絶

対言わない」との発話からも気づかされるように、尊厳の問題は他人との関わりの中でさらに重くな

る。また、孤独な死の異臭が広がらないうちに誰かに発見されるための工夫からも見られるように、

人びとは死後を想像する中でも、他人の存在を意識し、尊厳の傷つけられた不名誉な死を恐れる。人

の生が他人の存在を必要とするように、人の死も他人との関係の中に置かれているのだ。 

 

 

3．生きられた空間 

 

 1956年、『経済白書』は「もはや『戦後』ではない」と宣言した。しかし、1959年の『建設白書』

は、「住宅はまだ『戦後』である」とする。また、1979年に「ウサギ小屋」が一躍流行語となったよ

うに、日本において経済規模や消費水準に比べて、住宅水準は相対的に遅れていると評価されてきた。

高度経済成長を経る中で、日本政府は「貧困はもうなくなった」と述べ、「貧困」という言葉は政府
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資料および日本で刊行される書物から消えていった。しかし、1970年代末、早川和夫［1979］は『住

宅貧乏物語』で、過密住居がもたらす悲惨な事故、家計を破壊する住居費の問題を報告した。彼は、

日本の住生活は「経済大国の豊かさの中の住宅貧窮」というべきだと批判した。さらに、1995年の阪

神・淡路大地震の被災者の大部分は「住宅被害」の犠牲者であって、現代日本の住居問題を暴露した。 

 本稿では、建替えの過程において、「マイホーム」という存在方式がさらに強化され、「他者の不

在」が日常化される側面を考察した。入居階層を絞って、最も適切な入居者を収容する公営住宅制度

の方針からは、自立可能性によって、介護予防施設から介護施設へと移らせるシステムと同様な、不

具合な合理性が感じられる。施設の移動が「自立できない」存在であるため我慢しなければならない

状況であることと同様に、1DKという空間は、福祉の受恵者であるため甘受しなければならない社会

的制裁でもある。デイホームの利用者たちが口癖のように「ボケないように」とわざと自分たちの脆

弱性を表すことで自尊感を守ろうとすることと同様、桐ヶ丘団地の高齢者は、「建替えが終わる頃は、

私はこの世にいない」と自ら置かれている受動的な立場を冗談としてもみ消す。「人間扱いではな

い」、「税金でやっているから仕方ない」、「ボケないように」、「建替えが終わる頃にはこの世に

いない」、「恥ずかしいからかな」という住民たちの言葉には、この空間がもたらす疎外の問題が現

れている。これは、福祉制度は「成熟」したにもかかわらず、「自立できない者」に課される資本主

義社会における疎外はさらに深刻化していることを示している。 

 2014年11月頃、建替えられたある新築号館の前に、この季節には珍しく花が植えられていた。小石

で自身が植えたものを囲んでおいた小庭であった。そして、偶然にも水まきに出る彼女に出会うよう

になった。彼女は近隣の友人たちも呼んで気軽に筆者を自宅へ招待してくれた。彼女は、中国からの

引揚げで東京に来て、「運が良くて」都営団地に定着したと自分のライフヒストリーを語ってくれた。

彼女は夫と一緒に新築の2DKに引っ越ししたが、しばらくして夫は癌で死亡し、その後母親を連れて

きて自宅で介護した。そのうち母親も死亡し、今は一人で住んでいるという。彼女は、今年は同じ号

館の1DKの住民4人が死亡して、新しい居住者を待っているという状況など、詳細に近隣の状況を話し

てくれた。彼女と毎日団地内を散歩するという近所の女性は、赤羽郷時代からこの地域に住んできた

と自己紹介をした。この二人の親しみは、長い付き合いに加え、宗教的な志向が一致したためでもあ

って、お互いに自宅を訪問したり、宗教集会へ参席したりしていた。豊かな近隣関係を持つことや自

宅へ気軽に隣りを招待することは、「好きだから勝手に」空き地に花を植えることと無関係なもので

はないと思われた。 

 新たな人類学的マテリアル・カルチュア研究を開拓するダニエル・ミラーはイギリス北ロンドンに

おけるパブリック・ハウジングの研究から、行政によって供給された設備の改造、改装の履歴を「疎

外された環境の領有」に向けたプロセスとして論じる。そして、自分のアイデンティティをモノに表

すこの領有のプロセスは、社会関係の在り方と密接にかかわっていることを観察する。また、ミラー

は、社会関係を構築するプロセスにおいて付可欠な要素になるとき、モノは「譲渡されえない」性質、

「かけがえのなさ」を獲得すると解釈する［Miller 1988；祐成 2008：20］。個人的に庭を育てる行
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為は、領有の可能性が「マイホーム」の境界を越えていることによって、コモンズの可能性を切り開

き、さらに積極的な領有の意味を帯びる。親密な領域を公的空間へと拡張させて庭を育てることで私

的領域を持続的に自己コントロールすることは、疎外されない生の可能性を主張する積極的な行為で

あるのだ。自然物の躍動感の前で、他人への慣習的な境界は一瞬消えてしまう。 

 その領有の行為、領有の可能性が「マイホーム」の境界を越えて、「内」と「外」の新たな関係の

場を開いていく過程は、現在的配置の重力場から自由な空間、つまりヘテロトピアの概念ともつなが

る。ヘテロトピアは支配権力が完全なものではないということ表す試みや想像力が空間を媒体として

現れる多様な実践を意味する［Foucault 2014］。ヘテロトピアは、実在する空間であるがゆえに、

他のすべての場所を無化し、中性化しているような「他なる場所」、全ての場所の中に存在する、そ

れらとは絶対的に異なった反空間(contre₋espaces)であり、もっと積極的な意味として解釈すれば

「対抗空間」である。ヘテロトピアは、「社会は防衛しなければならない」［Foucault 2015］とい

うユートピアを占有する権力へ亀裂をもたらす抵抗空間であるのだ。私的領域と公的領域の分離が目

立っている現代の住居空間で、特に個人耕作禁止がさらに目立つ新築された空間に花を植え、石で自

分の小庭を囲んでおくことがまさにそれである。団地の猫「トラ」が家に入り込めるように、ベラン

ダに穴を掘って、はしごをかけておくことも、「高齢者施設化」されたといわれるこの空間で見つけ

出せるヘテロトピア的実践である。  

 ヘテロトピアは、規範化された空間的実践から脱する抵抗と転覆のきっかけとしての「生きられた

空間」［Lefebvre 2011］である。ルフェーヴルは庶民の公共団地を受動的な空間実践の典型的な例

として挙げた。しかし、地域に根を下した人たちが共有する生活世界の歴史からこそ、空間を自分の

ものにする可能性は切り拓かれる。「生きられた空間」は新たな社会関係の獲得を通して現実化され

る空間であり、その関係の中で掬い上げられる総体的経験こそが、権力者や都市計画者たちによって

つくられる空間的秩序や社会的排除に対する抵抗と転覆の糸口であるだろう。なぜ人類が長い老年の

孤独を堪えなければならないのだろうか。 
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年表 

 

＜桐ヶ丘団地と日本住宅政策の変容＞ 

 

桐ケ丘 日本住宅政策

1918 公益住宅制度

1920 生活改善同盟会

1923 「住宅は住むための機械」

1926 財団法人同潤会

1928 CIAM結成

1941 住宅営団設立

1945 厚生省->戦災復興院 （応急越冬住宅30万戸目標）

1946 赤羽郷（500世帯） 臨時建設制限命令（15坪まで制限）

1948 戦災復興院->建設省

1950 住宅金融公庫

1951 建設省公営住宅法、「51C」設計

1954 桐ケ丘団地建設開始

1955 日本住宅公団 2DK

1959 桐ヶ丘町内会結成

1960 赤羽台団地建設開始

1961 The Death And Life of Amerian Great Cities

1972 Pruitt-Igoe爆破

1976 桐ヶ丘団地完工（5,020世帯）

1980 公営住宅、単身者入居許可

1990 桐ケ丘デイホーム開設

1996 桐ヶ丘団地建替えスタート、公営住宅入居基準引き下げ

1999 都市基盤整備公団

2000 介護保険制度実施

2001 桐ヶ丘デイホーム、自立支援施設へ。やまぶき荘開設

2004 独立法人UR都市再生機構

2006 桐ヶ丘デイホーム、介護予防施設へ。住生活基本法（住宅政策の市場化）

2007 Torre David占有

2010 第4期～第6期建替え工事説明会

2015 桐ヶ丘団地第4期の建替え工事中
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